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地域日本語教室でつながる

大月市日本語教室
に行ってみた！



　はじめまして！４月から山梨県国際交流協会の職
員になりました望月寛子といいます。大いに不安が
ありますが、ワクワクするような活動ができたらと
思っています。どうぞよろしくお願いします。

「地域にある教室？」「どんな人が参加しているの？」
さまざまな疑問が浮かんできますね。一体どんな教
室なのか、早速みていきましょう！

地域日本語教室

　２０２４年 6月末、山梨県における在留外国人数は2万２千人
を超えました。山梨県では、誰もが自分らしく活躍できる社会づく
りを目指し、外国人のみなさんが「安心して働ける環境づくり」「安
心して暮らせる環境づくり」を目標に事業を進めています。「生活
者としての外国人」の日本語学習機会の確保を図ることを目的と
する文化庁の事業を活用して２０２０年度から「山梨県地域日本
語教育推進事業」を実施しています。市町村が主催する日本語教
室の運営支援、オンラインによる基礎日本語クラスの運営、生活
日本語プログラムの開発など、日本語教育の充実を図っています。

もちづき

山梨県が進めている日本語教育事業

地域日本語教室をご存知ですか？

　地域日本語教室は、「山梨県地域日本語教育推進事業」を活用
して市町村が運営している日本語教室です。多くの皆さんがイ
メージするいわゆる「勉強」の場ではありません。コミュニケーショ
ンをとりながら「ことば」と「他者」を理解する「学び合い」の場で
す。日本語やコミュニケーションスキルを学ぶだけでなく、同じ地
域に住む皆さんで地域のこと、互いのことを理解し合ってつなが
りを育むところです。教室では、「病院に行く」、「私たちのまちを
知る」、「もし地震がおきたら？」など、生活に関するテーマのもと
活動をします。教室は、外国人住民、パートナー（地域住民ボラン
ティア）、日本語教師、市町村が協力し合って進めます。

地域日本語教室って？

　地域日本語教室で活動する住民ボランティアを「パートナー」
と呼んでいます。パートナーは、教室に参加する外国人住民や他
のパートナーと一緒に、生活をテーマに日本語で話したり、考え
たり、情報交換をしたりして、みんなで住みやすい地域づくりを目
指します。

パートナーとは？

　令和７年度は9つの市町村（甲府市、山梨市、大月市、韮崎市、
南アルプス市、北杜市、笛吹市、上野原市、富士河口湖町）で教室
が開催されます。
　外国人住民は、住んでいる、もしくは働いている市町村の教室
に参加することができます。日本語をはじめて使う人も、たくさん
話せる人も、誰でも無料で参加できます。
　山梨県には、地域日本語教室の他にも、日本語教室や日本語学
校等もあります。

地域日本語教室が開かれているところ

山梨県地域
日本語教室の
Facebookと
Instagramはこちら

　パートナーは年に１度、募集をしています。パートナーとして活
動いただくためには、全５回の研修会（参加無料）への参加が必
要です。国籍、年齢、経験、外国語能力の有無は問わず、興味があ
る方ならどなたでも参加できます。

パートナーになるには？

令和７年度のパートナーの募集は、６月２５日までです。

パートナー募集や日本語教室に関する情報の
詳細は、「山梨県国際交流・多文化共生セン
ター」ホームページをご覧ください。



大月市日本語教室
　地域日本語教室の一つ、大月市日本語教室を
紹介します。
大月市日本語教室は２０２２年にスタートし、今年
で４年目を迎えます。参加する外国人住民の国籍
や年齢、背景、日本語レベルは様々ですが、それ
ぞれ自分の目標に向かって取り組んでいます。

山梨県では、全国に先駆けて『「日本語教育の参照枠」に基づく「生活Can do」を用いた生活に関する日本語教育プログ
ラム』を開発しています。今後は、この山梨県版「日本語教育プログラム」を日本語教室はじめ、多文化共生理解など様々
な場面でご活用いただけるよう準備を進めていきます。

Ｑ：どうして日本に来ましたか。 
Ａ：はじめは、ただ自分の将来を考えて、日本に来
ました。今は仕事をしながら日本文化を知ることが
できるのが、とてもうれしいです。

Ｑ：どんな仕事をしていますか。
Ａ：家の屋根や壁をはる仕事です。大月市にある会社で働いていま
す。去年１月の能登半島地震では、会社でボランティアに行きました。
地震で壊れた家を直しました。ネパールでも１１年前に大きな地震が
あり、いろいろな国から支援をもらいました。今度は自分が困って
いる人たちの力になれてよかったです。
山梨県で災害ボランティアに参加した初めての外国人だったので、
同じ会社で働くアチャラ・サントスさん（ネパール出身）と一緒に、
山梨県知事から感謝状をもらいました。サントスさんも大月市日本
語教室に参加しています。
Q：大月市日本語教室にはいつから参加していますか。
Ａ：来日した２０２３年から参加しています。

モクタン・メイアさん（ネパール出身） Ｑ：教室はどうですか。
Ａ：以前は、会社とアパートの往復だけでした。教室に行くように
なってからは、ネパール人の仲間に会えたり、他の国の友達と会え
たり、日本人と話したりできて、とても楽しいです。お正月のあいさ
つや過ごし方を紹介し合ったことは、とても印象に残っています。
Ｑ：大月市はどうですか。
Ａ：緑が多くて静かです。それに市民がやさしいです。駅で切符の
買い方がわからないときや、スーパーでほしいものの日本語の名前
がわからないとき、教えてくれました。
Ｑ：山梨県に住んでいる外国人にメッセージをください。
Ａ：外国人は日本に来て、仕事も日本語もできなくて大変です。つら
いことも多いです。でも、私は自分の役目をきちんと果たせるよう
に、仕事も日本語も頑張っ
ています。みなさん一緒に
努力しましょう。

Ｑ：どうしてパートナーになろうと思いましたか。
Ａ：以前から日本語教室に興味がありました。アメ
リカ人の友だちがいたことも、興味が増したきっか
けだと思います。大月市日本語教室がスタートし

た２０２２年度から参加しています。
Ｑ：教室に参加してどうですか。
Ａ：国や話すことば、年齢も仕事も違う人と知り合えたのがよかっ
たです。みなさんの国の話を聞いたり、イベントを一緒にしたりするの

藤本祥子さん（パートナー） とても楽しいです。
Ｑ：教室に参加してから、日常生活で変化したことはありますか。
Ａ：市内にはたくさんの外国人が住み、働いていることを初めて知
りました。スーパーに行っても外国の方に目を向けるようになりまし
た。
Ｑ：山梨に住んでいる外国の方にメッセージをお願いします。
Ａ：同じ山梨に住む人として、私たち日本人もみなさんと仲良くなり
たいと思っています。外国人と日本人ではなく「人」として交流して
いきたいです。外国の方にもそう思ってもらえると嬉しいです。

Q：大月市日本語教室を開いた目的は何ですか。
A：日本人の人口が減少し、地域活性化の取組には
外国人が不可欠と考えましたが、大月市では多文化
共生に向けた取組が全く進んでいませんでした。日
本語教室の開設が多文化共生推進のきっかけとな

ればと思いました。
Q：教室を開設してよかったと感じた瞬間や出来事はありますか。
A：今まで知らなかった文化や暮らしなどを知ることができました
し、教室以外の場所でも外国人参加者と交流し、教室で学んだ

紫村亮斗さん（大月市企画財政課） ことが実践できていると感じられた時、開設してよかったと思いま
した。
Q：これから日本語教室に期待することは何ですか。
A：今後、地域における外国人との共生社会を実現することがます
ます必要となります。これからも、日本語教室が日本語学習だけで
はなく、生活や文化について地域住民と相互に理解をしていく場に
なればと期待しています。

Interview

メイヤさん(後列右から4番目)
サントスさん(後列左から4番目）

日本語教室に関するお問い合わせ：山梨県地域日本語教育総括コーディネーター　古屋玲子
y-nihongo@yia.or.jp  TEL 090-7705-7513

日時
場所

土曜日 １０:００～１２：００
大月市市民会館

今年度の大月市日本語教室は７月１３日にスタートします。



地域異文化ふれあい広場①   「一緒にゴミ拾いしませんか」

新しい団体の紹介「バハール山梨」代表  ジェイソン プラットさん 山梨県立大学国際政策学部准教授
　バハール山梨は、富士山の麓から、アフガニスタンの
より良い平和な暮らしのために、小さな団体ではありま
すが活動を通じてできる限りの貢献をしたいと考えて
います。
　2001年のテロ事件で祖国アメリカが苦しんだ際、テ
ロリストの拠点がアフガニスタンとされましたが、実行
犯にアフガニスタン出身者はいませんでした。彼らは、
アフガニスタンの人々の生活を困難にした他国の者た
ちだったのです。
　アフガニスタンは常に戦禍に見まわれている国と思
われがちですが、1970年代までは平和な王国でした。
ソ連の侵攻がその平和を破壊し、人々は不本意ながら
戦争の犠牲となりました。
　私は偶然、在日アフガニスタン大使館で7年半勤務
し、アフガニスタンの人々の素晴らしさ、友好的な人柄、
温かいおもてなしの心に触れました。タリバンが再び権
力を掌握した今も、アフガニスタンに平和が訪れるよう
微力ながら貢献したいという思いは変わりません。
　バハール山梨は、山梨県立大学の学生たちと共に設
立した一般社団法人です。アフガニスタンを愛する若
い学生会員たちが中心となり、アフガニスタンの人々の
声を山梨から日本、そして世界へと発信しています。
　私たちの活動は、アフガニスタンの輸入品の紹介・販
売や、地域のイベントでの文化紹介などです。どんなに
些細なことでも、アフガニスタンの人々にとっては重要
な意味を持ちます。皆さんのご支援は、本当に意義深い
ものです。
　ぜひ、私たちのSNSをご覧ください。コラボレーショ
ンのご提案もお待ちしております。

　5月１８日（日）の朝、地域異文化ふれあい広場①「一緒
にゴミ拾いしませんか」を開催し、30名を超える外国人住
民の方に参加いただきました。当日は外国人と日本人が
ペアを組み、交流をしながら甲府駅周辺でゴミ拾いを行
いました。
　参加外国人の出身地はさまざまで、ジンバブエ、メキシ
コ、ナイジェリア、チェコ、ネパール、ベトナム、コロンビアな
ど１３カ国にのぼりました。みなさんの表情はとても明るく、
一緒に作業することを楽しんでいる様子がうかがえまし
た。「地域の人と話す機会ができてよかった」「また参加した
い」などの声が聞かれました。
　ゴミ拾いの後、希望者は竹灯篭づくりを体験しました。こ
の竹灯籠は、武田神社で開催された信玄光芸術竹灯籠祭
‘25において、一緒に灯されました。
　ご協力いただきましたNPO法人まるごみJAPANは
2006年に千葉県浦安市で発足した環境改善活動団体で
す。山梨県では原則、毎月第４日曜日の朝、甲府駅周辺のゴ
ミ拾いを行っています。

バハール山梨ホームページ
https://www.baharyamanashi.com

竹灯篭づくりを体験
甲府駅周辺でのゴミ拾い

ジェイソン
  プラットさん

「バハール
山梨」代表



世界で活躍している山梨県民 from タンザニアJICA通信
　Habari zenu !（スワヒリ語でこんにちは。）
私は昨年4月にタンザニアの首都ドドマに
赴任し、コミュニティ開発隊員として活動
しています。赴任後約1年が経過しましたが、
先日、「日本人にタンザニアの特長を5つ説
明するとしたら何を選ぶ？」と現地の仕立
屋さんから質問されました。人々の寛容さ
や優しさ、ファッション、ごはん、言語、宗
教、働き方など、5つではとても足りないくら
い、様々なことについて紹介すると思います。
　特に、現地の方々のファッションセンスの
良さには目を見張るものがあります。タン
ザニアでは、キテンゲやカンガといった、
日本でアフリカン・ファブリックとも呼ば
れる布地が、種類豊富に販売されていま
す。布の色合いや柄、素材、質も様々で、価
格もお店によって異なるので、私も時々値
段交渉をしながら、買い物を楽しんでいま
す。好きな布地を買ったら、今度は馴染み
の仕立屋に持っていき、服を仕立ててもら
います。もちろんお店や市場で既製品の洋服

JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテストの募集が始まります！

JICA海外協力隊HPJICA山梨デスクHP
https://www.jica.go.jp/
volunteer/

コンテスト募集案内
https://www.jica.go.jp/
cooperation/experience/
essay/index.html

https://www.jica.go.jp/domestic/
yokohama/office/suishinin.html

募集期間：2025年 6月上旬～2025年 9月上旬（予定）

も売っていますが、自分でデザインを決めて
好きなように仕立ててもらう楽しさと、出
来上がった時の嬉しさは格別です。
　さて、私は現在、カトリック教会のシス
ターと協力して、女性の経済的自立支援に
取り組んでいます。シスターたちは、蝋燭
やアクセサリー、石鹸といった、収入につ
ながる商品作りを女性たちに教えていま
す。中でも、上記のようにタンザニアでは
仕立屋の需要が高いことから、特に裁縫技
術の指導に力を入れています。裁縫を学ぶ
には時間と労力がかかりますが、一度身に
着ければ必ず、自分で生計を立てていく糸
口となります。
　裁縫については、私は技術を教えられな
いのですが、ビジネスや収入管理に関わる
知識を強化していくという面で、経済的自
立支援の一助になれたらと思っています。
長年女性支援に携わってきたシスターたちか
ら私自身も多くを学べることへの感謝を忘
れず、日々の活動を楽しんでいきたいです。

荒沢優侑さん
あらさわゆ

う

（北杜市出身
）

布地屋に並ぶキテンゲ

シスターからアクセサリーづくりを学ぶ女性たちとの一枚

裁縫技術を学んでいる女性からミシンのかけ方を教えてもらう様子

キテンゲで仕立てたワンピースを着る私

2025 年度募集テーマ
問合せ先

世界の幸せのために私たちができること～未来へつなげるために～
JICA 山梨デスク 国際協力推進員 宮本（（公財）山梨県国際交流協会内）
jicadpd-desk-yamanashiken@jica.go.jp
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編集後記 YIA Newsletter　2025年夏号
2024年6月末の時点で、山梨県人口における約2.85％、およそ35人に一人が外国
人住民となりました。出身も100カ国を超えています。文化や考え方の違いがあっ
て難しいこともたくさんあると思いますが、同じ地域に住むご近所さん同士、互い
に尊重し合って心地よく暮らしていけたらいいなと思います。地域日本語教室が、
お互いを知るきっかけの一つになればと思います。 望月

外国人の皆さんからのさまざまな相談を受け付けています。
日本語がわからなくても大丈夫です。困ったら電話してください。
相談は無料です。
受付：火曜日から土曜日 9：00～17：00（祝日・休館日を除く）
場所：国際交流・多文化共生センター
TEL：055-222-3390
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やまなし外国人相談支援センター
Yamanashi Consultation and Support Center for Foreign Residents

弁護士が対応します。

日時：毎月第1水曜日 18：30～21：00

　　　毎月第３土曜日 13：00～16：00

言語：英語　ポルトガル語　中国語　韓国語ほか

内容：不当解雇・労災、税金、年金、保険、医療、出入国、結婚など

場所：国際交流・多文化共生センター  TEL：055-222-3390
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外国人のための無料法律相談（予約制）
Free Legal Consultation for Foreign Residents

やまなしけんこくさいこうりゅうきょうかい
山梨県国際交流協会（YIA）最新情報
SNS Web

国際交流・国際協力・多文化共生の各種事業に

関する情報はこちらからご確認ください。
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地域異文化ふれあい広場②
「インドネシアへの招待」

6/28

インドネシア出身のファドリーさんに、多民族国家インド
ネシアの文化や、世界無形文化遺産に登録されている
伝統舞踊「サマン・ダンス」を紹介いただき、日本とイン
ドネシアの生活の違いなどについて考えます。
開催日時
場　所

定　員
参加費

６月２８日（土）１０：００～１１：３０
ぴゅあ総合
３階 音楽室
２５名
無料

Sat.
国際協力セミナー
「上映会＆トークイベント」

7/6

ガザ出身医師に迫るドキュメンタリー映画「私は憎ま
ない」上映および、NGO職員に、現地とオンラインで
つなぎながらパレスチナ市民の様子についてお話い
ただきます。
開催日時
場　所
定　員
参加費

７月６日（日）１３：３０～１６：３０
ぴゅあ総合 ２階 中研修室
４０名
無料

Sun.

異文化理解講座7/12

ベトナム料理の「バインゴイ」とブラジル料理の「パステ
ウ」をみんなで一緒に作って試食します。

開催日時
場　所
定　員
参加費

７月１２日（土）１３：３０～１６：００
ぴゅあ総合 ２階 調理実習室
１５名
無料

Sat.
地域異文化ふれあい広場③
「世界の遊び」

8/2

タイ、インドネシア、ブラジルなどの子供たちの遊びを
一緒に楽しみながら、異文化にふれあいます。

開催日時
場　所
定　員
参加費

８月２日（土）１４：００～１５：３０
ぴゅあ総合 ２階 中研修室
定員：２５名
無料

Sat.

※募集開始は7月１日
幼児・小学生
大歓迎！


